
関係者のコメント

「ヒノヒカリ」よりも粒が大きくきれいで，口に含むと香りが広
がり，舌触りがとても良いです。

程よい粘りと硬さがあり，とても美味しい，多くの方に好まれ
るお米だと思います。

暑さに強く，白未熟粒（白く濁ったお米）が少ないのが特
長で，いもち病にも強いため，米農家にとって栽培しやすい，
これから期待の新品種です。

「ヒノヒカリ」に替わる品種として最適ではないでしょうか。◆ 「ヒノヒカリ」と比べて粒はふっくら大きく，
優しい甘みと程よいモチモチ食感が特長
です。

◆ 厳しい暑さの中でもしっかり育つので，
粒がきれいでハリがあり，炊き上がりは
ツヤツヤと輝きます。 鹿児島パールライス㈱と康正産業㈱の

社員(27名)による食味評価結果の平均値

「あきの舞」の味わい

なつほのか
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◆ 鹿児島県が，暑さに強い品種を開発するため，平成25年から
約10年かけて育成し,令和７年に本格栽培が始まりました。

◆ 同じ県育成の「なつほのか」
を母にもち，暑さに強く，収量性
が高く，食味に優れる特性を引
き継いでいます。

◆ 「ヒノヒカリ」は鹿児島県で最も多く栽培されている，鹿児島県民
に馴染みの深い，おいしいお米です。

しかし，夏の暑さに弱いため，近年は
温暖化の影響により白未熟粒（白く濁っ
たお米）が多くなり，品質の低下が課題
となっています。

◆ 暑さによって品質が低下すると，見た
目だけでなく，味も落ちる懸念があります。

整粒（左）と，白未熟粒（右）
※画像：農研機構HP

「食卓に迫る 地球温暖化の影響と適応策」

「あきの舞」の系譜

「あきの舞」開発の背景

● 「あきの舞」は高温に強く，収量性が高いことから，水稲農家の所得向上に
つながると考えています。

● 鹿児島県米・麦等対策協議会では引き続き，計画的な種子生産に努め
ながら，作付面積の拡大に取り組んでまいります。

鹿児島県米・麦等対策協議会（事務局：鹿児島県農政部農産園芸課）
〒890-8577 鹿児島市鴨池新町10-1 TEL 099-286-3197
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